6年　観点別評価規準作成資料

●学年目標

(1)
国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心と理解を深めるようにするとともに，我が国の歴史や伝統を大切にし，国を愛する心情を育てるようにする。

(2)
日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解できるようにし，平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きていくことが大切であることを自覚できるようにする。

(3)
社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，年表などの各種の基礎的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味をより広い視野から考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。

●第６学年の評価の観点の趣旨

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の歴史と，政治及び国際社会における我が国の役割に関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情をもつとともに,平和を願う日本人として，世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さを自覚することができる。
	我が国の歴史と政治及び国際理解に関する社会的事象から学習問題を見いだして追究・解決し，社会的事象の意味をより広い視野から考え，適切に判断し，目的に応じた方法で表現する。
	我が国の歴史と政治及び国際理解に関する社会的事象を的確に調査したり，地図や年表などの各種の基礎的資料を効果的に活用したりするとともに,調べた過程や結果を的確にまとめる。
	国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産，日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解している。
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	日本の歴史　（P9～142　70時間）


本単元の学習目標

　先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心をもち，主な歴史的事象について理解を深め，日本の歴史や伝統を大切にしようとする心情を育てる｡〔指導要領内容（1）〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	国家・社会の発展に大きな働きをした先人の優れた業績や文化遺産に関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，我が国の歴史や伝統を大切にし，国を愛する心情をもとうとする。
	国家・社会の発展に大きな働きをした先人の優れた業績や文化遺産から学習問題を見いだして追究・解決し，歴史を学ぶ意味を考え，適切に判断し，表現する。
	我が国の歴史上の主な事象にかかわる先人の業績や代表的な文化遺産を的確に調査したり，地図や年表などの各種の基礎的資料を効果的に活用したりするとともに，調べた過程や結果をまとめる。
	自分たちの生活の歴史的背景，我が国の歴史や先人の働きを理解している。


　

　

学習目標

　狩猟・採集や農耕の生活，古墳について調べ，日本列島では長い間，豊かな自然の中で狩猟や採集の生活が営まれていたこと，稲作とともに人々の定住が進み，「むら」から「くに」をつくっていったこと，さらに，その中の大きな勢力をもった豪族が大和朝廷をつくり，日本の広い地域を支配したことが分かる｡〔指導要領内容（1）ア〕

　自分たちの地域に残る遺跡や史跡，文化財，博物館・資料館などを見学し，これからの歴史学習への意欲・関心をもつとともに，自分たちの暮らしが歴史の上に成り立っていることに気づく。〔指導要領内容（1）〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①狩猟・採集や農耕の生活の様子に関心をもち，意欲的に調べようとしている。

②古墳がつくられた時代の様子を意欲的に調べ，国土の統一の過程を追究しようとしている。

③地域の遺跡や文化財に関心をもち，それらを観察したり，見学したりする中で，歴史学習への意欲をもつとともに，先人の残した遺跡や文化財を大切にしようとする態度をもとうとする。
	①資料をもとに，狩猟・採集が行われていたころの人々の暮らしの様子や，米作りが広まることによって，むらやくにの様子が変わっていった様子について考え，表現する。

②大和朝廷によって，くにが統一されていったわけを考え，表現する。

③地域の遺跡や文化財を調べることを通して，どんな時代にどんな人々が残したものかを考え，表現する。
	①遺跡や出土品の写真や図版などの資料を活用して，当時の人々の暮らしの様子を読み取る。

②地域の遺跡や文化財を観察・見学して調べ，記録する。

③遺跡や文化財の年代を，年表を使って確かめる。
	①米作りが始まったころの人々の暮らしの様子や社会の様子が分かる。

②古墳がつくられていったころの社会の様子や，大和朝廷によってくにが統一されていった様子が分かる。

③地域の遺跡や文化財を調べることを通して，地域の先人たちの暮らしの様子を理解する。

④年表を通して，時代区分や世紀などについて理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①大昔の人々の暮らしの様子に関心をもち，調べたいことを決めて追究しようとしている。

②古墳の大きさや出土品に関心をもち，国土統一に向かう過程を意欲的に調べようとしている。

③地域の遺跡や文化財などを展示する博物館の遺物に興味を示し，学芸員に質問したりパンフレットを集めたりするなどして，意欲的に追究している。
	①大昔の人々の暮らしの様子を調べ，考えたことを絵や文で自分なりに表現している。

②くにができていく過程を調べ，大和朝廷が全国を統一できたわけを考え，表現している。

③地域の遺跡や文化財を調べ，どんな時代にどんな人々が残したものか，自分たちの暮らしと比べ考えて，表現している。
	①遺跡や出土品などの資料から，当時の人々の暮らしの様子を調べている。

②地域の遺跡や文化財を観察・見学したり，インタビューしたりして調べ，まとめている。

③遺跡や文化財の年代を，年表を使って確認している。
	①米作りによって人々の暮らしが変化していったことや，米作りの広まりとともに争いが起こり，力の強い豪族によってむらやくにができていったことが分かっている。

②大きな古墳は，力の強い豪族によってつくられていたことや，最大の力をもった大和朝廷によってくにが統一されていったことが分かっている。

③地域の遺跡や文化財から，地域の先人の暮らし

	
	
	
	の様子を理解している。

④年表の読み方がおおよそ分かっている。


　

　

　

学習目標

　大陸文化の摂取に関連する聖徳太子や聖武天皇の働きや大化の改新などの歴史的事象を調べ，当時の人々が仏教の教えをもとに天皇中心の国家をつくりあげていったことが分かる。さらに貴族の暮らしや寝殿造などを調べて，藤原氏を中心とした政治の様子や日本風の文化が生まれたことが分かる。〔指導要領内容(1)イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①聖徳太子や聖武天皇などの働きや大化の改新，また大仏などの文化遺産に関心をもち，進んで調べようとする。

②貴族の暮らしの中から日本風の文化が生まれたことや，その文化が現在の生活の中にも生きていることに関心をもち，こうした文化を大切にしようとする心情をもつ。
	①大陸文化の摂取を進めた聖徳太子や聖武天皇の働き，大化の改新などについて調べ，政治の仕組みが整えられ，天皇中心の国家がつくりあげられていったことを考え，表現する。

②貴族の暮らしの中から日本風の文化が生まれたわけを考え，表現する。
	聖徳太子など歴史上の人物や大仏などの文化遺産，大化の改新などの歴史的事象，貴族の暮らしや行事，仮名文字などについて，さまざまな資料を集めて調べる。
	①聖徳太子や聖武天皇などの働きや大化の改新などにより，政治の仕組みが整えられ，天皇を中心とした国家がつくられたことが分かる。

②貴族の暮らしや行事の中から日本風の文化が生まれたことが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①大仏づくりに関心をもち，聖徳太子や聖武天皇，鑑真などの人物の業績を中心に，天皇を中心とした国づくりや大陸文化の摂取の経過と結果について調べようとしている。

②貴族の暮らしや行事に関心をもち，そこから日本風の文化が生まれたことや，その文化が現在の生活の中にも生きていることに関心をもっている。
	①聖徳太子や中大兄皇子が大陸の進んだ文化や政治の仕組みを取り入れて天皇中心の国家をつくろうとしたことや，聖武天皇が仏教の力を借りて政治を安定させようとしたことを考え，表現している。

②日本風の文化が生まれていったわけを平仮名や片仮名の発生と関連づけて考え，表現している。
	①法隆寺や東大寺の大仏，大仏殿，正倉院御物などの文化財について，教科書や資料集，図書館の資料，インターネットなどを利用して情報を収集し，大陸文化の摂取についてまとめている。

②貴族の暮らしや行事の資料をさまざまな方法で集め，当時の人々の暮らしの様子を調べたり，平仮名，片仮名の変遷の資料を集め，日本独自の文字の成立について調べたりしている。
	①大陸の文化を取り入れた聖徳太子や中大兄皇子，仏教を通して政治の安定を図った聖武天皇などの働きにより，政治の仕組みが整えられ，天皇中心の国家がつくられたことが分かっている。

②貴族の暮らしや行事の様子，平仮名や片仮名などから，今に伝わる日本風の文化が生まれたことが分かっている。


　

　

学習目標

　鎌倉幕府の成立，元寇や当時の人々の暮らしについて調べ，貴族に代わって武士が政治の実権を握るようになったこと，農民や町人も力をつけてきたことが分かる。また，室町時代の代表的な建築物や絵画などを調べ，現代につながる新しい文化が生まれたことが分かる。〔指導要領内容(1)ウ，エ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①鎌倉幕府の始まりや鎌倉武士の暮らし，元寇などに関心をもち，進んで調べようとする。

②室町時代に，現代につながる新しい文化が，武士や民衆の間から生まれたことを追究しようとする。
	①鎌倉幕府の政治の仕組みや元寇，武士の暮らしなどを調べ，武士の政治が確立したことを考え，表現する。

②室町時代の文化について，その背景や現代とのつながりを調べ，考えたことを表現する。
	鎌倉幕府の政治の仕組みや武士の暮らし，室町時代の建造物，能や茶の湯，生け花など新しい文化に関して，さまざまな資料を集めて調べる。
	①武士の政治が始まったことや鎌倉幕府の政治の仕組みが分かる。

②室町時代に，現代につながる新しい文化が，武士や民衆の間から生まれたことが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①武士の戦いの様子や源平の戦いの図などから，武士の台頭に関心をもち，以降の鎌倉幕府の始まりや元寇などについて，意欲的に追究しようとしている。

②東求堂の様子や茶の湯，生け花など室町時代の文化が今に続いていることに関心をもち，自ら進んで調べたり，体験活動をしたりしている。
	①頼朝が鎌倉に幕府を開いたわけを地図や地形模型から判断したり，鎌倉幕府の政治の仕組みが御恩と奉公の考え方を基底にしていることを考えたりして，それを表現している。

②室町時代の文化について，その背景や現代の文化とのつながりを調べ，考えたことを表現している。
	①源頼朝や北条時宗の業績や武士の暮らしの様子にかかわる資料を集め，調べている。

②茶の湯，生け花，水墨画など今も受け継がれている室町時代の文化を体験し，そのよさをつかんでいる。
	①武士が力をもつようになった様子や，御恩と奉公を基底に据えた鎌倉幕府の政治の仕組みが分かっている。

②室町時代に，現代につながる新しい文化が，武士や民衆の間から生まれたことを具体例に即して理解している。


　

　

　

学習目標

　信長，秀吉から家康に至るまでの天下統一の過程を調べ，このころの様子が分かる。〔指導要領内容（1）オ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	長篠の戦いの様子から，信長，秀吉，家康が行った天下統一への過程につ
	信長，秀吉，家康によって天下が統一されていった様子について，彼らの
	鉄砲やキリスト教の伝来，信長，秀吉，家康の天下統一の様子につい
	戦国の世の統一過程で，信長，秀吉，家康が果たした業績や，鉄砲，キリ

	いて関心をもち，彼らの業績を意欲的に調べようとする。
	業績をもとに考え，表現する。
	て，年表や地図，絵画資料を活用して調べ，人物年表などにまとめる。
	スト教の伝来がもたらした影響について理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	長篠の戦いでともに戦った信長，秀吉，家康が，それぞれどのように天下統一を図っていったのかを，自分なりの問題意識のもとに調べようとしている。
	信長が鉄砲を用いたり，安土城を築城したりしたことが天下統一の基礎を築くためであることや，秀吉の検地や刀狩，家康の江戸開府が支配を安定させるためであったことを考え，表現している。
	3人の武将の行動や業績について，教科書や資料集のほかに図書館の資料などを用いて調べ，年表などにまとめている。
	信長が鉄砲を用いた新しい戦法で勢力を拡大していったことや，秀吉が検地，刀狩などの政策で身分を区別し，世の中を安定させていったこと，秀吉の死後，家康が江戸に幕府を開いて政治を行ったことなどが分かっている。


　

　

　

学習目標

　江戸幕府が，参勤交代，鎖国政策，身分による支配などを通して支配の体制を整え，泰平の時代を築いていったことを調べる。〔指導要領内容(1)オ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	大名行列の様子をきっかけに，家康の後，家光の代までに確立された江戸幕府の政治や人々の暮らしの様子に関心をもち，追究しようとする。
	江戸幕府が行った，大名統制，身分制度の確立，キリスト教の禁止と鎖国などのねらいが幕府の支配体制の強化による政治の安定にあったことを考え，表現する。
	参勤交代や身分制度の確立，キリスト教の禁止，鎖国，朝鮮通信使，江戸時代の町や村の人々の暮らしの様子などについて，地域に残る資料などを使って調べ，まとめる。
	家康が江戸に幕府を開き，その後，家光の時代までに大名統制，鎖国，身分制度が確立し，武士が支配する政治が安定していったことが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	大名行列の様子をきっかけに，家康や家光が築いた江戸時代の支配の仕方などに関心をもち，その業績を調べようとしている。
	江戸幕府が武士による支配の強化と政治の安定を図っていこうとしたことを，参勤交代，身分制度の確立，鎖国などの意図とその実態から考え，表現している。
	教科書や資料集から家康や家光が行った大名統制や身分制度，鎖国などについて整理してまとめたり，身近な地域に残る江戸時代の人々の暮らしの様子を示す資料などを，図書館や歴史資料館で探してまとめたりしている。
	江戸幕府が大名統制や鎖国などの政策を通して支配体制を確立していったことや，身分制度によって社会の枠組みが安定していったことが分かっている。


　

　

学習目標

　江戸幕府の安定した体制のもとで，都市が発展し，新しい文化や学問が興ったことが分かる。〔指導要領内容(1)カ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	江戸時代の文化や学問の様子，それらで活躍した人物に関心をもち，意欲的に追究するとともに，こうした文化を大切にしようとする心情をもつ。
	町人の文化が栄えたことを浮世絵や歌舞伎の様子から考えたり，新しい学問が興ったことを国学や蘭学で活躍した本居宣長や杉田玄白の業績から考えたりして，表現する。
	浮世絵や歌舞伎，浄瑠璃などの江戸時代の文化，国学や蘭学などについて，図書館などを活用して調べ，その様子や代表的な人物の働きをまとめる。
	世の中が安定していったことにより，町人の力が増して町人文化が盛んになったことや，新しい学問が興っていったことが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	浮世絵や芝居小屋の絵などから，当時の文化の様子に関心をもち，現代の文化との関連を考えながら調べようとしている。また，伊能図などから当時の学問の様子に関心をもち，人物を中心に調べようとしている。
	浮世絵の図版や歌舞伎，浄瑠璃の様子を示す資料から，それが町人を中心に人気を得たわけを考えたり，国学や蘭学で活躍した人物の業績などから，その後の歴史に大きな影響を与えたことなどを考えたりして，表現している。
	浮世絵や歌舞伎，浄瑠璃などの江戸の文化，新しい学問である国学や蘭学，歌川広重や伊能忠敬など当時活躍した代表的な人物について，資料を収集，選択してその様子や業績を調べ，まとめている。
	戦いのない安定した世の中になったことにより商業が盛んになって，都市の町人の力が強まり，浮世絵や歌舞伎などの町人の文化が栄えたことや，国学や蘭学などの学問が興ったことが分かっている。


　

　

　

学習目標

　ペリーの来航と開国，明治維新，文明開化などについて調べ，廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い，欧米の文化を取り入れて日本の近代化が進められたことが分かる。また，大日本帝国憲法の発布，条約改正，日清・日露戦争，科学の発展などについて調べ，国力が充実していったことが分かる。〔指導要領内容(1)キ，ク〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①黒船来航をきっかけにして起きた倒幕運動，明治維新，文明開化などの歴史的事象やそこで活躍した人々に関心をもち，意欲的に調べようとする。
	①開国から，近代国家をめざした日本の急激な変化について，問題意識をもって追究する。

②黒船来航，倒幕運動，明治政府の諸改革，文明開化などの意義と社会と
	①教科書や資料集などを活用して，黒船来航，倒幕運動，明治維新と諸改革，人々の暮らしの変化などについて調べ，その結果を年表や人物カードなどにまとめる。
	①黒船来航をきっかけとして倒幕運動，幕府崩壊，明治維新へと動いていったことや，明治政府が諸改革を行い，近代化を進めたことにより人々の生活が変わっていったこと

	②大日本帝国憲法の発布，日清・日露戦争，条約改正，科学の進歩などの歴史的事象と，これらにかかわり，日本の発展に尽くした人々に関心をもち，調べようとする。
	のかかわりについて考え，表現する。

③日本がどのようにして世界の国々から認められるようになったのかという問題意識をもって追究するとともに，大日本帝国憲法の発布や条約改正の意義について考え，表現する。
	②大日本帝国憲法の発布，日清・日露戦争，条約改正，科学や産業の発展などについて，必要な資料を収集して調べ，年表を作成するなどしてまとめる。
	が分かる。

②大日本帝国憲法の発布，日清・日露戦争，条約改正，科学や産業の発展などから，日本の国力が充実し，国際的地位が向上したことが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①黒船来航以降の日本の歴史的・社会的な変化と，倒幕運動，明治維新などで活躍した人物の業績に関心をもち，当時の人々の願いを調べようとしている。

②大日本帝国憲法の発布や条約改正，科学の発展など，日本の発展と国際的地位の向上に尽くした人物の業績に関心をもち，それらの人物の努力や願いを調べようとしている。
	①黒船来航以降の日本の社会の変化について，その理由を考えたり，明治政府の近代化への改革と人々の暮らしの変化とのかかわりを学制や四民平等などの面から考えたりして，表現している。

②大日本帝国憲法や条約改正，科学の発展などの歴史的事象にかかわる人物が，どのような考えをもって日本の発展を願っていたかをとらえ，表現している。
	①教科書や資料集などを活用して，黒船来航，倒幕運動，明治維新，文明開化など短期間に激変した社会の様相を調べ，年表にまとめたり，これらの事象に関する代表的な人物を選んで人物カードなどを作成したりしている。

②大日本帝国憲法，日清・日露戦争，条約改正，科学や産業の発展に関する資料を集め，これらの事象の経緯をまとめたり，代表的な人物の業績をまとめたりしている。
	①黒船来航がきっかけとなり，倒幕運動が起きて幕府が倒れ，明治維新が行われたことや，明治政府が廃藩置県，四民平等，学制などの改革を行い，欧米の文化を取り入れ，近代化を進めていったことが分かっている。

②大日本帝国憲法発布，日清・日露戦争，条約改正の経過と意義，科学の発展に尽くした人々の活躍，産業の発展の様子から，日本の国力が充実し，国際的地位が向上したことが分かっている。


　

　

　

学習目標

　日中戦争・太平洋戦争の様子について調べ，国内をはじめ，中国，韓国・朝鮮などアジアの人々に多大な被害を与えたことが分かる。そして戦後の日本は民主的な国家として新たに出発し，経済成長を遂げて豊かな国となり，国際社会においても重要な役割を果たしてきたこと，その一方で近隣諸国との政治的，経済的関係の改善，国内では公害などさまざまな問題を抱えていることが分かる。〔指導要領内容(1)ケ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①15年も続いた戦争について，その原因や戦争の被害の様子に関心をもち，戦争の実態をつかもうとする。
	①日中戦争，太平洋戦争の経過と国内外で多くの人々の命が失われたことを関連づけ，戦争の悲惨さと平和の大切さを考
	①日中戦争や太平洋戦争について資料を集めたり，地域の人に話を聞いたりして調べ，まとめる。

②戦後の復興，日本国憲
	①15年もの間続いた戦争の原因や，国内外の多大な被害について理解する。

②戦後，日本は新しい憲

	②戦後の復興や発展について関心をもち，追究しようとする。

③国民生活が向上するとともに，国際社会の一員として歩んできたことを積極的に追究しようとする。
	え，表現する。

②戦後の復興や人々の暮らしの変化について考え，表現する。

③日本が国際社会において世界の国々とともに歩み，重要な役割を果たしてきたことを調べ，考えたことを表現する。

④現在でも未解決の問題が残っていることに気づくとともに，これからの日本のあり方について考え，表現する。
	法の制定，経済成長や国際社会に復帰した日本の果たす役割などに関するさまざまな資料を集め，調べてまとめる。
	法を制定し，民主的な国家として出発して経済成長を遂げ，国際社会において重要な役割を果たすようになってきたことを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①日中戦争や太平洋戦争について，その経過や国内外の被害，当時の人々の生活などについて，地域の人々の話や資料から自分で調べたいことを見つけようとしている。

②戦後の復興や発展などについて関心をもち，身近な人へのインタビューや資料収集などを進んで行おうとしている。

③国民生活が豊かになるとともに，国際社会の一員として歩んできたことを，ニュース写真や資料を集めるなどして意欲的に調べようとしている。
	①日中戦争，太平洋戦争の経過と国内外での被害，戦争の悲惨さと平和の大切さについて，当時と現在の日常生活の比較などから考え，表現している。

②戦後，日本はどのように復興し，人々の暮らしはどう変化していったのかについて考え，表現している。

③日本が国際社会において世界の国々とともに歩み，重要な役割を果たしてきたことを調べ，考えたことを表現している。

④現在でも未解決の問題が残っていることに気づくとともに，これからの世界の中での日本のあり方について考え，表現している。
	①日中戦争や太平洋戦争に関する資料を集めたり，地域の人に話を聞いたりして，その当時の人々の暮らしの様子や戦争の悲惨さについてまとめている。

②戦後の復興や改革，人々の暮らしの様子について，資料を集めたり，身近な人から話を聞いたりしてまとめている。また，国際社会に復帰した日本の果たす役割などについての資料を集め，まとめている。
	①日中戦争，太平洋戦争の原因と経過，戦争による国内外の多大な被害について理解するとともに，平和の大切さや尊さが分かっている。

②戦後，日本は新しい憲法を制定し，民主的な国家として出発したことや，東京オリンピックが開かれたころには国民生活も豊かになり，国際社会の一員として重要な役割を果たしてきたことを理解している。
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	わたしたちの暮らしと政治　（P143～174　18時間）


本単元の学習目標

　政治の働きについて調べ，政治が国民生活の安定と向上に役立っていることに気づくことができる。さらに，現在の日本の民主政治が日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを理解できるようにする｡〔指導要領内容（2）〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の政治の働きに関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，日本国憲法に基づく我が国の政治の働きについて関心を深める。
	我が国の政治の働きに関する社会的事象から学習問題を見いだして追究・解決し，国民生活の安定と向上を図る我が国の民主政治の働きを考えるとともに，現在の我が国の民主政治が日本国憲法に基づいていることをとらえ，表現する。
	我が国の政治の働きや日本国憲法について，見学・調査やインタビュー活動を通して調べたり，資料を活用して調べたりしてまとめる。
	政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていること，現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを理解している。


　

　

　

学習目標

　地方自治体や国が，地域の実情に応じて，住民の願いを取り入れて必要な施策を進めていることや，選挙，国会，内閣などについて調べ，政治が国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを理解する。〔指導要領内容(2)ア〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①身近な地域の福祉施設に関心をもち，その建設や運営と，地域の人々の願いや政治の働きとの結びつきを追究しようとする。

②国民生活の安定と向上を図る国の政治の働きについて関心をもち，意欲的に追究しようとする。
	①地域の福祉施設が人々の願いを生かす形で建設・運営されていることを考え，表現する。

②国民の生活と安定を図るために，政治が大切な働きをしていることを国民主権と関連づけて考え，表現する。
	①地域の福祉施設を見学・調査し，その建設や運営に際しての地域の人々や市などのかかわりを調べ，まとめる。

②国の政治の仕組みや働きについて，さまざまな方法で具体的に調べ，まとめる。
	①地域の福祉施設について調べることを通して，自分たちの生活には市や県，国などの政治の働きが反映されていることが分かる。

②国民主権のもと，国会，内閣，裁判所は，国民生活の安定と向上のために大切な働きをしていることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①地域の福祉施設に関心をもち，地域の人々の願いがどのような経緯で実現されているか調べようとしている。

②国の政治の働きについて，地域の福祉施設建設の経緯や，政治にかかわる日常生活の話題から興
	①地域の福祉施設ができるまでの政治の働きを調べ，その建設・運営には，地域の人々の願いが生かされていることを考え，表現している。

②選挙が国民主権を表すものであることや，国会，内閣，裁判所などのそれ
	①地域の福祉施設の見学計画を立て，施設の人や利用者，地域住民から聞き取り調査を行ったり，資料を集めて調べたりして，まとめている。

②国の政治の仕組みや働きについて，資料やパンフレット類を収集，調査
	①地域の福祉施設の建設の経緯や働きを調べ，地域の人々の願いを生かして政治が行われていることを理解している。

②選挙の意味や国会，内閣，裁判所の仕組みや働きが分かるとともに，それらが国民生活の安定と

	味をもって調べようとしている。
	ぞれが，国民生活の安定と向上に寄与していることを考え，表現している。
	し，まとめている。
	向上に寄与していることが分かっている。


　

　

　

学習目標

　日本国憲法の主な内容や国民生活とのかかわりについて調べ，日本国憲法は「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」の三つを柱としていることを理解する。〔指導要領内容(2)イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	日本国憲法の基本的な考え（国民主権，基本的人権の尊重，平和主義）と，国民生活とのかかわりについて関心をもち，意欲的に調べようとする。
	日本国憲法の考え方や働きを調べるための学習問題を見いだし，見通しをもって追究するとともに，我が国の民主政治が憲法の基本的な考えに基づいていることを考え，表現する。
	日本国憲法の基本的な考えである国民主権，基本的人権の尊重，平和主義などについて，聞き取り調査や各種資料を活用して調べる。
	日本国憲法は，国民主権のもと基本的人権を尊重し，平和主義を掲げた憲法であることや，憲法には国や国民生活の基本が定められていることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①前小単元の学習をもとに，高齢者対策・福祉などの事業は，憲法のどのような考えがもとになっているのか調べようとしている。

②憲法前文を読み，関心をもった文言を取り上げ，調べようとしている。
	憲法の以下の項目について，調べる視点や方法を考え追究するとともに，国の政治，国民生活とのかかわりがどのように具体的に表れているかを考え，表現している。

・国民主権の意味と内容

・基本的人権の大切さ，国民の権利と義務の内容と関係

・平和主義と国の政治
	①国民主権の考えを大日本帝国憲法と比較して調べている。

②基本的人権について，身の回りの事例を挙げて調べている。

③地域における非核平和都市宣言，平和祈念式典などの具体的資料から，平和主義について調べている。

④調べた資料を，憲法の条項を示しながら分かりやすくまとめている。
	日本国憲法には，国家や国民生活の基本が定められていることを次の観点から理解している。

・国民主権の意味を議員選挙などから理解している。

・基本的人権が永久の権利であることを理解している。

・国民の権利と義務の内容，義務を果たすことの大切さを理解している。

・平和主義は，敗戦の体験から生まれた貴重な考えであり，憲法前文，第９条にも明記されていることが分かっている。
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	ともに生きる地球　（P175～212　17時間）


本単元の学習目標

　日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子を調べたり，日本の国際協力や国際交流の様子，国際連合の働きなどを調べたりすることを通して，世界の人々とともに生きていくためには異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることや，世界平和をめざすうえで日本が重要な役割を担っていることを考えることができるようにする。〔指導要領内容(3)〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	世界の中の日本の役割に関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，平和を願う日本人として世界の国々の人々とともに生きていくことが大切であるという自覚をもとうとする。
	世界の中の日本の役割に関する社会的事象から学習問題を見いだして追究・解決し，我が国が世界において果たしている役割をより広い視野から考え，適切に判断し表現する。
	世界の中の日本の役割に関する社会的事象を的確に調査したり，地図や各種の基礎的資料を効果的に活用したりするとともに，調べた過程や結果をまとめる。
	世界の人々とともに生きていくためには異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であること，世界平和の大切さと我が国が世界において重要な役割を果たしていることを理解している。


　

　

　

学習目標

　日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子を調べ，世界にはさまざまな文化や習慣があり，世界の人々がともに生きていくためには互いを理解し合うことが大切であることに気づくようにする。〔指導要領内容(3)ア〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	日本と経済や文化などの面でつながりの深い国について調べ，その生活や文化に関心を深め，日本や諸外国の文化や伝統を尊重しようとする気持ちをもつ。
	①日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活について，調べたいことを決めて，学習の見通しをもって追究・解決する。

②調べた過程や内容を目的に応じた方法で分かりやすく表現する。

③調べたことをもとに，世界の人々とともに生きていくためには異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることを考え，適切に判断し，表現する。
	日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子を，地図や地球儀，各種の基礎的資料を活用して具体的に調べる。
	①日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子が分かる。

②世界の国々の文化や習慣には，それぞれ特色があり，よさがあることが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	日本と経済や文化などの面でつながりの深い中国，アメリカ，ブラジル，サウジアラビアなどの
	①それぞれの国が日本とどのような点で関係が深いのか具体的に調べるとともに，それぞれの国の
	選んだ国の人々の生活の様子や自然，文化，習慣，学校の様子などについて，図書館やインターネ
	①日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子がおおよそ分かっている。

	国々の中から１国を選び，人々の生活の様子や自然，文化，習慣について見通しをもって意欲的に調べている。
	生活や自然，文化，習慣，学校の様子などの特色を考え，表現している。

②調べたことを分かりやすくまとめ，発表している。

③世界の人々とともに生きていくには，互いの文化や習慣を認め合うことが大切であることを考え，表現している。
	ットで資料を集めたり，インタビューしたりして，多様な方法を用いて調べている。
	②世界の国々の文化や習慣には，それぞれ特色があることが分かっている。


　

　

　

学習目標

　日本の国際協力活動やユニセフの活動を具体的に調べ，世界の抱える紛争や飢え，環境問題などを解決するために，国際連合が大切な働きをしていることや，日本が重要な役割を担っていることを考えることができるようにする。また，スポーツや文化を通した国際交流について調べ，国際交流がともに生きる世界をつくるために大切な役割を果たしていることを考えることができるようにする。〔指導要領内容(3)イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①平和な国際社会の実現をめざし，国際社会の一員として努力し続けていくことが必要であるという自覚をもとうとする。

②日本が平和な国際社会の実現のために果たしている役割に関心をもち，意欲的に調べ，考えながら追究する。

③平和を願う日本人として世界の国々とともに生きていくことが大切であるという自覚をもとうとする。
	①日本が平和な国際社会の実現のために果たしている役割について問題意識をもち，学習の見通しをもって追究・解決する。

②調べたことをもとに，世界平和の大切さと日本が果たす重要な役割について，適切に判断し表現する。

③さまざまな国際交流活動が平和な国際社会の実現のために果たしている役割について，学習の見通しをもって追究し，考えたことを表現する。
	①平和な国際社会の実現に努力している国際連合の働きを，地図や地球儀，各種の基礎的資料を活用して，具体的に調べる。

②日本の国際協力の様子を，地図や地球儀，各種の基礎的資料を活用して，具体的に調べる。

③日本の国際交流の様子を，地図や地球儀，各種の基礎的資料を活用して，具体的に調べる。
	①平和な国際社会の実現のために努力している国際連合の働きが分かる。

②日本の国際協力の様子が分かる。

③日本の国際交流の様子が分かる。

④国際協力や国際交流が，ともに生きる世界をつくるために大切な役割を果たしていることが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①世界が抱える問題に関心をもち，その解決に努力するユニセフをはじめとした国際連合の働きについて，問題意識をもっ
	①ユニセフをはじめとした国際連合の働きや，日本の国際協力について調べ，世界平和の大切さを考え，表現している。
	①ユニセフの仕組みや活動の様子，その他の国際連合の働きについて，各種資料から調べている。

②青年海外協力隊やNGO
	①ユニセフの活動などを調べることで，平和な国際社会の実現に努力する国際連合の働きが分かっている。

	て進んで調べている。

②青年海外協力隊など日本の国際協力活動に関心をもち，問題意識をもって進んで調べている。

③オリンピックをはじめとしたスポーツの交流や文化交流について，進んで調べている。

④外国の人々との交流経験などを踏まえて，国際交流を身近なものとしてとらえている。
	②青年海外協力隊の活動など，日本の国際協力の様子を調べ，こうした日本人の活動が，相手国のみならず世界の平和や発展のために，重要な役割を果たしていることを考え，表現している。

③オリンピックなどのスポーツの国際大会について調べ，スポーツが国際交流を進める大きな力となることを自分たちの生活とかかわらせて考え，表現している。

④さまざまな文化交流について調べ，自国や他国の文化や伝統を尊重することの大切さを考え，表現している。
	の活動など日本の国際協力の様子を，各種資料やインタビューなどから調べている。

③スポーツや文化を通じた国際交流の様子とその役割を，地図や各種資料を活用して具体的に調べている。
	②青年海外協力隊やNGOの活動などを通して，日本の国際協力の様子が分かっている。

③スポーツや文化を通じて，さまざまな国際交流が行われていることが分かっている。

④国際協力や国際交流が，ともに生きる世界をつくるために大切な役割を果たしていることが分かっている。


3　鎌倉武士の時代と室町文化　（P44～61　10時間）





2　強まる天皇の力と貴族の文化　（P30～43　8時間）





1　狩りや採集の時代から米作りの時代へ　（P10～29　11時間）





4　天下統一をめざした武将たち　（P62～71　5時間）





5　260年続いた江戸幕府　（P72～81　5時間）





6　都市の発展と江戸の文化　（P82～93　6時間）





7　開国が日本にもたらしたもの　（P94～119　14時間）





8　戦争の時代から平和の時代へ　（P120～141　11時間）





1　考えよう　みんなの願いと政治の働き　（P144～163　11時間）





2　調べよう　暮らしの中に生きる憲法　（P164～173　7時間）





1　世界と結びつく日本　（P176～197　9時間）





2　ともに生きる世界をめざして　（P198～211　8時間）








82
83

